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　学校の冬休みを利用して「わくわくプロジェクト冬のワークショップ」が各学校で開催されました。

　１月12日夕張小学校では「アルキメデスの原理」や「パスカルの原理」を応用し、タレビンとペットボトル

を使って「浮いたり沈んだり」するおもちゃを作りました。悪戦苦闘の末やっとできました。
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広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
の
折
り
込
み
で
は
、

夕
張
市
の
水
道
施
設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
水

道
施
設
の
更
新
の
必
要
性
と
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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む
か
し
の
夕
張
に
は
、「
専
用
水
道
」（
炭

鉱
会
社
の
水
道
）、「
上
水
道
」（
市
役
所
の
水

道
）、「
水
道
組
合
」（
市
民
が
お
金
を
出
し

合
っ
て
作
っ
た
水
道
）、「
自
家
用
水
道
」（
市

民
が
自
分
で
掘
っ
た
井
戸
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

専
用
水
道
は
、
炭
鉱
会
社
が
会
社
の
お
金

を
使
っ
て
、
社
員
の
生
活
や
炭
鉱
の
仕
事
の

た
め
に
浄
水
場
を
作
っ
た
り
、
水
道
管
を
つ

な
い
だ
も
の
で
、
水
道
料
金
は
無
料
で
し
た
。

　

上
水
道
は
、
炭
鉱
会
社
以
外
の
市
民
に
飲

み
水
を
く
ば
る
た
め
、
市
役
所
が
浄
水
場
を

作
っ
た
り
水
道
管
を
つ
な
い
で
、
水
道
を
使

う
人
か
ら
料
金
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
炭
鉱
が
閉
山
す
る
と
、
専
用
水
道

を
市
役
所
が
引
き
継
い
で
、
古
い
水
道
管
を

取
り
替
え
た
り
、
新
し
い
浄
水
場
や
配
水
池

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
組
合
と
自
家

用
水
道
も
上
水
道
へ
つ
な
い
で
、
平
成　

年
10

ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
家
が
上
水
道
に
な
り
ま

し
た
。

　

専
用
水
道
が
全
部
な
く
な
っ
た
あ
と
、
市

役
所
の
管
理
す
る
浄
水
場
は
、
多
い
時
で

７
ヶ
所
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
水
道
管
を
つ
な
い
で
浄
水
場
が
い
ら
な
く

な
っ
た
の
で
、
い
ま
は
「
旭
町
浄
水
場
」
と

「
清
水
沢
浄
水
場
」
の
２
ヶ
所
に
な
り
ま
し

た
。
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夕
張
の
水
道
施
設
は
、
川
の
水
を
せ
き
止

め
る
「
ダ
ム
」、
飲
み
水
を
作
る
「
浄
水
場
」、

水
を
貯
め
る
「
配
水
池
」、
高
い
地
区
や
離
れ

た
地
区
へ
水
を
送
る
「
ポ
ン
プ
場
」
な
ど
が

全
部
で　

ヶ
所
あ
り
、
ま
た
市
内
へ
水
を
送

63

る
「
水
道
管
」
が　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま

214

す
。（
絵
と
表
を
見
て
下
さ
い
。）

　

隣
町
の
栗
山
町
や
由
仁
町
は
、
平
ら
な
土

地
に
住
宅
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
夕
張
は

山
に
囲
ま
れ
て
人
の
住
む
地
区
が
バ
ラ
バ
ラ

な
の
で
、
よ
そ
の
町
と
比
べ
て
た
く
さ
ん
の

水
道
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
む
か
し
は
人
口
が
多
か
っ
た
の
で
、

４
万
２
５
０
０
人
分
の
水
を
送
る
能
力
が
あ

り
ま
す
が
、
い
ま
の
人
口
に
比
べ
て
大
き
す

ぎ
る
の
で
、
運
転
や
手
入
れ
に
お
金
が
か
か

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
浄
水
場
は　

年
以
上
運
転
し
、
ポ

40

ン
プ
や
通
信
装
置
な
ど
寿
命
が　

〜　

年
ぐ

10

15

ら
い
の
機
械
は
修
理
し
な
が
ら　

年
以
上

30

使
っ
て
い
る
の
で
、
施
設
は
と
て
も
古
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
修
理
や
交
換
す

る
た
め
の
お
金
が
少
な
く
、
小
さ
い
故
障
は

我
慢
し
て
使
い
続
け
た
り
、
い
ら
な
く
な
っ

た
機
械
の
部
品
を
使
い
回
し
て
、
お
金
を
節

約
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
数
が
多
く
、
大
き
す
ぎ
て
、
古

い
水
道
施
設
や
、
水
も
れ
の
多
い
水
道
管
を
、

毎
年
た
く
さ
ん
修
理
し
て
い
る
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
な
水
を
安
定
し

て
送
る
た
め
、
市
役
所
で
は
、
浄
水
場
を
小

さ
く
建
て
替
え
た
り
、
新
し
い
機
械
や
水
道

管
に
取
り
替
え
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
浄
水
場
に
建
て
替
え
る
の
か
、
ど

の
機
械
や
水
道
管
を
取
り
替
え
る
の
か
、
さ

ら
に
収
入
（
水
道
料
金
）
と
支
出
（
建
替
修

理
費
・
運
転
費
）
が
ど
の
く
ら
い
必
要
か
を

計
算
し
て
、「
夕
張
市 
上
水
道 
第
８
期 
拡
張

計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

３
月
号
で
は
、
計
画
の
「
今
後
の
財
源
な

ど
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
５
２
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表．水道施設数の比較（平成21年度末）

由仁町栗山町夕張市

6,111人13,580人11,213人人 口

013ダ ム

412浄 水 場

8324配 水 池

5321ポンプ場

5213そ の 他

221063合 計

198㎞166㎞214㎞水 道 管
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★
前　

文

　

夕
張
市
は
か
つ
て
石
炭
産
業
の
中
心
都
市

と
し
て
、
我
が
国
の
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支

え
、
日
本
の
近
代
化
と
戦
後
復
興
の
原
動
力

と
し
て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。

　

同
時
に
夕
張
は
炭
都
と
し
て
の
繁
栄
と
豊

か
な
自
然
を
背
景
に
独
自
の
文
化
や
風
土
を

形
成
し
、
現
在
も
各
所
に
先
人
達
が
築
い
て

き
た
産
業
遺
産
や
炭
鉱
（
や
ま
）
の
生
活
か

ら
育
ま
れ
た
個
性
的
な
文
化
が
沢
山
残
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
歴
史
文
化
資
源
を
市
と

市
民
に
よ
る
協
働
の
も
と
で
大
切
に
守
っ
て

い
く
と
と
も
に
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
。

【
解　

説
】

　

前
文
は
、
本
文
の
条
項
の
よ
う
に
具
体
的

な
法
規
範
を
定
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
や
考
え
方
を
明
ら
か

に
し
、
条
例
全
般
に
わ
た
る
解
釈
・
運
用
上

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

夕
張
市
に
お
い
て
は
、
市
の
歴
史
や
文
化

を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
石
炭

博
物
館
と
石
炭
産
業
に
付
随
す
る
市
内
の
歴

史
文
化
資
源
を
、
市
民
と
と
も
に
大
切
に
守

り
、
育
て
て
い
く
べ
く
こ
の
前
文
を
定
め
ま

し
た
。

★
設
置
目
的
﹇
第
１
条
﹈

　

こ
の
条
例
は
、
我
が
国
の
近
代
化
を
支
え

た
石
炭
産
業
の
貴
重
な
歴
史
と
地
域
文
化
を

後
世
に
継
承
す
る
施
設
と
し
て
、
石
炭
博
物

館
の
設
置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
、
本
市
に
お
け
る
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
解　

説
】

　

夕
張
市
は
、
石
炭
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
主
役
で
あ
っ
た
時
代
、
日
本
で
も
有
数

の
石
炭
産
業
の
主
要
都
市
と
し
て
国
の
近
代

化
を
支
え
ま
し
た
。
マ
チ
の
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
夕
張
の
炭
鉱
（
や
ま
）
の
歴
史
を
後

世
に
継
承
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
石
炭
博
物
館

を
設
置
し
ま
す
。

★
事
業
﹇
第
３
条
﹈

　

博
物
館
は
、
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

（
１
）　

博
物
館
の
維
持
管
理
及
び
運
営

（
２
）　

石
炭
産
業
遺
産
に
関
す
る
資
料
の

収
集
及
び
保
存
・
展
示

（
３
）　

展
覧
会
、
講
演
会
等
の
催
し
を
開

催
し
、
及
び
他
の
も
の
が
行
う
こ
れ
ら
の
催

し
や
調
査
研
究
へ
の
協
力

（
４
）　

そ
の
他
、
博
物
館
の
設
置
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

【
解　

説
】

　

石
炭
博
物
館
を
規
定
し
て
い
る
夕
張
市
観

光
施
設
設
置
条
例
で
は
、
施
設
の
営
業
や
、

販
売
な
ど
と
い
っ
た
観
光
を
主
眼
に
置
い
た

目
的
し
か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
条
例
で
は
、
石
炭
産
業
に
関
連
し

た
各
種
文
献
な
ど
の
石
炭
産
業
遺
産
の
収
集

や
保
存
・
展
示
と
い
っ
た
博
物
館
本
来
の
機

能
で
あ
る
事
業
を
明
文
化
し
、
今
ま
で
以
上

に
博
物
館
機
能
を
増
強
さ
せ
る
目
的
を
も
っ

て
、
こ
の
条
項
を
定
め
ま
し
た
。

★
市
の
責
務
﹇
第
４
条
﹈

　

市
は
前
条
に
定
め
る
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
第
１
条
の
目
的
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

博
物
館
を
持
続
的
に
運
営
す
る
と
と
も
に
市

民
や
指
定
管
理
者
と
協
働
の
も
と
、
必
要
な

手
だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
解　

説
】

・
石
炭
産
業
の
歴
史
は
夕
張
市
の
地
域
文
化

そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
化
を
伝
え
守
る

た
め
に
、
博
物
館
に
市
民
自
ら
が
積
極
的
に

関
与
で
き
る
「
開
か
れ
た
博
物
館
」
と
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
項
は
「
開
か
れ

た
博
物
館
」
に
し
て
い
く
た
め
、
市
（
行
政
）、

指
定
管
理
者
、
市
民
（
市
民
団
体
）
の
三
者

が
協
働
し
、
第
３
条
に
定
め
る
事
業
に
携
わ

れ
る
よ
う
市
の
責
務
を
示
し
た
も
の
で
す
。

・
協
働
と
は
、
博
物
館
を
活
用
し
、
地
域
を

活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、
市
（
行
政
）、
指

定
管
理
者
、
市
民
（
市
民
団
体
）
の
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
な
分
野
で
力
を
発
揮
し
、
機
能
補

完
を
し
て
い
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

・
必
要
な
手
だ
て
と
は
、
市
民
（
市
民
団
体
）、

指
定
管
理
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
協
働
で
き
る
場

や
組
織
を
市
（
行
政
）
が
主
導
し
て
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

意
見
募
集
期
限　
　
　
　

２
月　

日
（
金
）

18

素
案
の
配
布
・
公
表
先

市
地
域
再
生
推
進
室
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ
、

南
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

夕
張
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

（http://w
w
w
.city.yubari.lg.j

        
 
 
                 p  
）

意
見
の
提
出
方
法　

意
見
書
に
は
、
住
所
、

氏
名
ま
た
は
団
体
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
意
見
書
の
様
式
は
特
に
問
い
ま

せ
ん
）　

①
直
接
持
参　

地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

 

（
市
役
所
３
階
）
ま
で
書
面
で
提
出

②
郵
便
（
は
が
き
、
封
書
）

〒
０
６
８
│
０
４
９
２
夕
張
市
本
町
４
丁
目

 

市
役
所
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ
あ
て

③
電
子
メ
ー
ル

 

ybrkai
city.yubari.lg.j

      
＠                p  

④
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

│
５
３
０
２
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皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要

望
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
し
、
そ
れ

ら
を
考
慮
し
な
が
ら
最
終
案
を
作
り
上
げ
て
、

市
議
会
へ
提
案
し
ま
す
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
ご
意

見
の
内
容
は
、
２
月
下
旬
頃
に
市
役
所
な
ど

に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
夕
張
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
し
公
表
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

│
３
１
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　これまで市営住宅が抱える問題として住宅の老朽化や滞納問題、住宅再編事業について掲載をしてきまし
たが今回は市営住宅の入居をスムーズにするための改善策についてお知らせします。
　市営住宅の運営管理は家賃収入を財源に行われておりますが、今後、入居数の減少に伴い家賃収入も減る
ことから、新たな入居者の確保も大切な取り組みの一つです。現在、市営住宅入居希望者から寄せられる要
望の多くは入居時負担の軽減と公募物件の情報の提供です。入居時負担とは、浴室機器（釜・浴槽）の購入
代金が10万円を超えるため、リースをしていただけないか、中古品はないかとの相談を多く受けます。この
ことへの対応については現在、市内の取扱事業者に対応を検討していただいておりますが、こうしたことが
可能となれば、市営・道営住宅への新規入居も増えることが予想され、団地内での共益費負担の均一化や新
たな負担が増えることも防ぐことになります。こうした小さな取り組みが人口の減少を抑制する大きな要因
でもあるのです。
　
■市営・道営住宅の公募は年４回となります。
　これまで市営・道営住宅の公募につきましては、空戸の状況を踏まえて不定期に行ってきましたが、新た
な住居が必要する方が、計画的に応募できることや市外から転入される方（４月入居）にも平等に住宅を提
供する必要があるため、年間の公募回数を４回と定め、公募日程を事前公表することといたしました。
　公募の案内は、これまでどおり広報によるほか、市外からの転入希望者のためにホームページに掲載する
こととなります。また、公募日程が変更となる場合も、同様の方法で周知します。
　なお、危険住宅や用途廃止住宅からの移転者、災害により住宅に困っている方を優先入居させる場合があ
りますので、ご了承願います。

　

　

　

　 　 　

　

　

　

　

　 　

【なぜなの？Ｑ＆Ａ】
Ｑ１　公募期間以外で入居はできないの？
　　　特別な事情（災害等により住宅に困窮）がある場合は住宅を提供いたします。
Ｑ２　なぜ年４回なのか？
　　　過去の入居時期がこの期間に集中していることや退去後に新たに住宅を提供するまでの修繕や広報
掲載までの準備期間との関係、更には住宅を適正に管理するため（効率的な入居）を促進するためです。

Ｑ３　第１回公募の時期はなぜ３月上旬なの？
　　　この時期は、新規採用等で最も住宅需要が高まりますので、そうした方々への必要な配慮と考えて
おります。

■入居までの期間が短縮されます。
　平成23年度からは、公募物件を事前に入居修繕を実施しますので、抽選から入居までの期間は約10日間
短縮されます。

平成23年度空家住宅公募日程
募　　集　　日　　程

手　続　き
第４回募集第３回募集第２回募集第１回募集
10月１日～11日８月１日～10日６月１日～10日３月１日～９日公 募 ・ 申 込
10月12日８月11日６月13日３月11日抽 選 会

10月13日～20日８月12日～19日６月14日～21日３月14日～15日入 居 資 格 審 査
10月21日８月22日６月22日３月15日入 居 決 定 通 知
10月24日８月23日６月23日※３月15日～31日入 居 者 説 明 会
10月25日８月23日６月24日※３月15日～31日入 居 開 始

※地元企業等に新規採用される方は、入居開始日の相談に応じます。
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今
回
は
さ
ら
に
脚
の
筋
肉
の
弱
体
化
が

進
行
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
お
手
入
れ
方

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
筋
肉
の
お
手
入
れ

　

脚
の
弱
体
化
が
進
み
、
か
な
り
太
も
も

の
筋
肉
の
萎
縮
が
進
ん
だ
場
合
、
ひ
ざ
を

曲
げ
る
と
痛
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
太
も
も
の
筋
肉
の
柔
軟
性
も
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
時
は
、
太
も
も
の

筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
で
血
行

を
良
く
し
て
か
ら
筋
肉
の
強
化
運
動
（
お

手
入
れ
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ゴ
ロ
寝
」
太
も
も
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

①　

タ
オ
ル
や
肘
を
枕
に
し
て
横
向
き
に

寝
て
、
両
膝
を
軽
く
曲
げ
て
安
定
し
た
姿

勢
を
と
る
（
腹
筋
に
力
を
入
れ
腰
が
反
ら

な
い
よ
う
に
注
意
）

②　

片
方
の
脚
の
膝
を
曲
げ
手
で
足
先
を

持
ち
、
お
尻
の
方
に
近
づ
け
る
よ
う
引
っ

張
り
ま
す
。（
手
が
届
か
な
い
場
合
は
タ

オ
ル
な
ど
を
足
首
に
引
っ
掛
け
て
行
う
と

よ
い
）

③　

呼
吸
を
止
め
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て　
10

〜　

秒
伸
ば
す
。
向
き
を
変
え
反
対
側
も

20
同
様
に
行
う
。

　

こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
片
足
ず
つ
２

〜
３
セ
ッ
ト
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
図
）

「
座
っ
て
」
太
も
も
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

次
に
左
図
の
よ
う
な
形
で
下
肢
を
上
げ

た
ま
ま
太
も
も
に
力
を
い
れ
て
上
下
運
動

し
、回
数
は　

〜　

回
、１
回
１
〜
２
秒
を

10

50

目
安
に
行
い
ま
す
。
は
じ
め
は
無
理
を
せ

ず
疲
れ
た
ら
や
め
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、

回
数
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

（
図
）

 

保
健
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馬
淵
知
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■公募する住宅について
　平成23年度からは、長期的に維持保全していく住宅を公募してまいりますが、その中でも、入居者の暖房
費軽減や見守りの向上のための効率的な入居を促進していきます。
　また、中には住宅的欠陥や入居修繕に多額の費用を要するものは公募しませんので、あらかじめご了承く
ださい。

　

　このような小さなことの積み重ねが人口減少の抑制、入
居者負担の軽減、管理費用の軽減につながることとなりま
す。こうした考え方で、住宅再編事業も進めていきます。

問合せ先
建設課　農林建設グループ（住宅管理）
　�５２－３１１９

※今年度中に高齢者の入居が多い地区
の住宅から、「階段用手すり」の設置を
行う予定です。



　

私
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
ま
だ
成
人

に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
周

り
に
気
を
遣
わ
ず
に
し
て
い
い
と
思

う
し
、
自
分
の
行
動
を
抑
制
し
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
が
正
し
い
と
信
じ
る
こ
と
は
、

例
え
、
立
場
が
上
の
人
に
対
し
て
も

自
分
の
考
え
を
堂
々
と
主
張
し
て
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
こ
と
は
、

自
分
の
言
葉
や
行
動
に
は
「
責
任
」

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
当
然
と
し
て
、
責
任
と
い
う
言
葉

に
委
縮
し
て
、
自
分
の
個
性
を
失
う

こ
と
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
持
ち
な
が
ら
も
、
周
り
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
さ
を
失

わ
ず
、
信
念
を
貫
い
て
永
い
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

私
は
夕
張
で
生
ま
れ
育
ち
高
校
卒

業
後
地
元
で
就
職
を
し
て
も
う
す
ぐ

２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
町
と
は
い
え
、
高
校

生
か
ら
い
き
な
り
社
会
人
の
一
員
に

な
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
、
初

め
て
の
経
験
ば
か
り
で
戸
惑
っ
た
り

辛
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
私
が
頑
張
っ
て
い
ら
れ
る

の
は
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
。

　

ま
た
仕
事
で
接
客
を
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
お
客
様
の「
あ
り
が
と
う
」

「
助
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
励
ま

さ
れ
る
事
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
社
会
人
と
し
て
未
熟
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
経
験

を
重
ね
て
自
立
し
た
人
間
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
成
人
と
し

て
自
覚
を
持
ち
何
事
に
も
、
責
任
を

持
っ
て
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
失
敗
や
悩
む
事
も
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

平
成
２
年

４
月　

南
部
小
と
遠
幌
小
を
統
合
し
、

幌
南
小
学
校
が
開
校
／
防
犯
安
全
都

市
宣
言
／
夕
張
メ
ロ
ン
ゼ
リ
ー
発
売

開
始

６
月　

は
ま
な
す
国
体
記
念
相
撲
場

設
置
／
千
年(  
鹿
島)  
郵
便
局
廃
止

８
月　

大
相
撲
夕
張
場
所
の
開
催

９
月　

市
議
会
議
員
定
数　

を　

に

25

22

削
減
す
る
条
例
可
決

　

月　

鹿
島
富
士
見
町
ス
キ
ー
場
を

10市
営
化
／
千
代
田
中
学
校
校
舎
改
修

工
事
が
完
成

　

月　

南
大
夕
張
診
療
所
が
閉
鎖
／

11初
の
女
性
消
防
団
員
の
誕
生

　

月　
「
Ｊ
Ｒ
夕
張
駅
」末
広
に
移
設

12平
成
３
年

１
月　

ホ
テ
ル
「
Ｍ
ｔ
・
レ
ー
ス
イ
」

が
オ
ー
プ
ン

４
月　

市
役
所
土
曜
日
閉
庁
（
４
週

６
休
制
）
を
導
入

��������	

���� ��

　１月９日、清水沢地区公民館で「平成23年夕張市成人祭」が行われました。今年の新
成人の該当者は89人で、当日は市内外から74人が出席しました。新成人を代表して三浦
諒さんと藤城朝子さんが、成人の抱負を述べました。久しぶりにふるさと夕張に集った
皆さんは近況を話し、盛り上がっていました。
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三浦　諒さん

藤城朝子さん
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その頃の人口

人口　20,969人

　男　10,076人

　女　10,893人

世帯　　8,786世帯

平成２年（国勢調査）
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当
日
持
参
す
る
も
の

①
平
成　

年
中
の
収
入
が
確
認
で
き

22

る
も
の

・
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

・
そ
の
他
収
入
・
経
費
を
証
明
す
る

も
の

②
社
会
保
険
料
（
年
金
・
健
康
保
険

な
ど
）
の
領
収
書
な
ど

・
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書

・
市
の
健
康
保
険
で
口
座
振
替
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど

の
控
除
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

領
収
書
（
事
前
に
計
算
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
）

⑤
寄
附
金
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

障
害
者
手
帳

⑦
通
帳
な
ど
口
座
番
号
の
わ
か
る
も

の⑧
印
鑑

※
収
入
の
な
か
っ
た
方
、
障
害
・
遺

族
年
金
の
み
の
方
も
保
険
料
の
算
定

の
関
係
上
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
収
入
な
し
な
ど

の
内
容
で
市
税
申
告
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０

52
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便
利
な
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、

税
務
署
や
確
定
申
告
会
場
に
出
か
け

る
こ
と
な
く
、
自
宅
か
ら
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【http://w
w
w
.e

        
 
 
  -  

tax.nta.go.j

            p  
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

岩
見
沢
税
務
署
で
も
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

岩
見
沢
税
務
署　

岩
見
沢
市
２
条
東

４
丁
目
５
番
地

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　

北
海
道
税
理
士
会
岩
見
沢
支
部　
30

周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

と　

き　

２
月　

日　

午
前　

時
〜

19

10

午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

確
定
申
告
相
談
な
ど
税
の

相
談
を
税
理
士
が
行
い
ま
す
。

※
収
入
・
控
除
の
証
明
書
な
ど
を
持

参
す
れ
ば
、
申
告
書
作
成
指
導
も
行

い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０

52

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
上
の
雑
所

得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
の
支

払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉
徴

収
票
」
が
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
し
た
と
き
な
ど
は
、
再
発
行

で
き
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
│
０
５
│
１
１
６
５

募
集
内
容　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
一
般
事
務
・
運
営
管
理

応
募
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

21

れ
た
方

②
勤
務
先
に
通
勤
可
能
な
方

③
普
通
乗
用
車
運
転
免
許
を
有
す
る

方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
の
で

き
る
方

賃
金　

日
額
５
、
４
２
０
円

勤
務
時
間　

週　

時
間　

分
（
１
日

38

45

７
時
間　

分
）

45

休
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

雇
用
期
間　

７
月
間
（
４
月
１
日
〜

　

月　

日
）

10

31

勤
務
先　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
若
菜
２
番
地
）

採
用
人
員　

１
人

応
募
期
限　

２
月　

日
（
郵
送
の
場

21

合
、
２
月　

日
消
印
有
効
）

21

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
市
教
育
グ
ル
ー
プ

に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

別
途
通
知
し
ま
す

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６

52

税
の
無
料
相
談
会

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

確
定
申
告
の
準
備
は
で
き

ま
し
た
か

臨
時
職
員
の
募
集

確　定　申　告　相　談　日　程
終了時間開始時間会　場地　　　区月　日

17：00９：00
市　役　所

本　庁　舎

住初・社光・本町・旭町・昭和２月14日
末広　　15日
鹿の谷・富野　　16日
常盤・日吉・平和　　17日
若菜・千代田　　18日

16：00
10：00

市民研修

センター

南清水沢４丁目　　21日
南清水沢１～３丁目　　22日
清陵町　　23日
沼ノ沢　　24日
紅葉山274号線北側　　25日
真谷地・楓・登川・滝ノ上・宮前町　　28日
南部・紅葉山274号線南側３月１日
清水沢１～３丁目・清栄町・清湖町　　２日

19：00

市内全域

　　３日
16：00　　４日

17：00９：00
市　役　所

本　庁　舎

　　７日
　　８日
　　９日
　　10日
　　11日
　　14日
　　15日



��������	

���� ��

募
集
内
容　

学
校
用
務
員
（
臨
時
職

員
）

応
募
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

21

れ
た
健
康
な
方

②
勤
務
先
に
通
勤
可
能
な
方

③
普
通
乗
用
車
運
転
免
許
を
有
す
る

方
で
簡
易
な
事
務
作
業
も
可
能
な
方

賃
金　

日
額
５
、
４
２
０
円

勤
務
時
間　

午
前
７
時　

分
〜
午
後

30

４
時　

分
15

休
日　

土
・
日
・
祝
日

雇
用
期
間　
　

月
間
（
雇
用
契
約
を

11

更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
に
加
入
制
度
有

勤
務
先　

夕
張
市
ゆ
う
ば
り
小
学
校

（
清
水
沢
清
陵
町　

番
地
）

14

採
用
人
員　

若
干
名
（
女
性
も
可
）

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

応
募
期
限　

２
月　

日
（
郵
送
の
場

18

合
は
、
２
月　

日
消
印
有
効
）

18

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
市
教
育
グ
ル
ー
プ

（
３
階
）
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

試
験
日　

面
接
試
験
（
３
月
上
旬
を

予
定
、
日
程
は
別
途
通
知
し
ま
す
。）

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６
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応
募
資
格

※
夕
張
市
民
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

※
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
４
学
年
以
上
に
在
学
す
る
方
と
専

修
学
校
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方

奨
学
資
金
貸
付
金
額

　

正
規
の
修
学
期
間
、
月
額
２
万
円

以
内
（
無
利
子
）

償
還
方
法

・
卒
業
後
６
ヶ
月
か
ら　

年
以
内

10

・　

年
間
の
う
ち
市
内
で
継
続
し
て

10
５
年
以
上
事
業
を
営
む
か
、
事
業
所

に
勤
務
し
た
と
き
は
、
貸
付
額
の　
10

分
の
５
の
償
還
を
免
除

募
集
期
間

３
月
１
日
〜
４
月　

日
30

募
集
人
数　

３
人

申
込
方
法　

申
込
書
は
、
市
教
育
グ

ル
ー
プ
と
夕
張
高
校
に
あ
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
３
１
６
６ 
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歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
な

65
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、

障
害
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
長

の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の

内
容
に
よ
り
審
査
・
認
定
を
し
、
障

害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
認
定
書

を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
で
、
平
成　

年
分
の

22

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
時
に
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
）

①
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る　

歳
以
上
の
方

65

②
認
知
症
ま
た
は
寝
た
き
り
状
態

（
概
ね
６
ヶ
月
以
上
）
で
、
日
常
生

活
に
支
障
の
あ
る
方

認
定
基
準
日　

平
成　

年　

月　

日

22

12

31

申
請
場
所　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
、

南
支
所
、
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険
被

保
険
者
証
と
印
鑑

申
請
方
法　

申
請
場
所
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
４
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●
統
一
地
方
選
挙
投
票
日

▼
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　

４
月　

日
（
日
）

10

▼
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　

４
月　

日
（
日
）

24

●
市
長
・
市
議
会
議
員

 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

市
長
・
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
６
日　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

●
統
一
地
方
選
挙
の
期
日
前

 

投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
募
集

　

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
と
市
長
・

市
議
会
議
員
の
期
日
前
投
票
所
の
投

票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

夕
張
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
終
日
従
事
で
き
る
方
。

従
事
期
間

①
３
月　

・　

日　

②
３
月　

・　

25

26

27

28

日　

③
３
月　

・　

日　

④
３
月　

・

29
30

31

４
月
１
日　

⑤
４
月
２
・
３
日　

⑥

４
月
４
・
５
日　

⑦
４
月
６
・
７
日

⑧
４
月
８
・
９
日　

⑨
４
月　

・　
18

19

日　

⑩
４
月　

・　

日　

⑪
４
月　

・

20
21

22

　

日
の
う
ち
、
従
事
で
き
る
期
間
を

23申
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
（
予
定
）

市
役
所
４
階

　
　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

30

清
水
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

応
募
期
限　

２
月　

日
28

募
集
人
員　

延
べ　

人
44

※
報
酬
は
支
給
し
ま
す
。
交
通
費
は

支
給
し
ま
せ
ん
。

※
資
格
を
審
査
し
て
選
定
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
、
南

支
所
、
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
選
挙
管
理
委

員
会　
�
　

│
３
１
４
２
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����

小
学
校
の
用
務
員
（
臨
時

職
員
）
を
募
集

平
成　

年
度
奨
学
生
を

23

募
集

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
交
付
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

投票日告示日選挙名

４月10日
３月24日知　　　事

４月１日道議会議員

４月24日４月17日
市長・
市議会議員

統一地方選挙の日程



　

母
子
家
庭
の
児
童
や
寡
婦
が
扶
養

し
て
い
る
児
童
の
進
学
や
就
職
に
必

要
な
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

【
就
学
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額

公
立
高
校
（
自
宅
通
学
）　

万
円

15

私
立
高
校
（
専
修
学
校
高
等
課
を
含

む
）　

万
円

42

国
公
立
大
学　
　

万
円

38

私
立
大
学
（
短
期
・
専
修
学
校
専
門

課
）　

万
円

59

償
還
期
間
・
利
率　
　

年
以
内
（
据

20

置
６
ヶ
月
）
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

合
格
通
知
書

申
込
期
限　

３
月　

日
31

【
修
学
資
金
】

貸
付
限
度
額
（
月
額
）

公
立
高
校(  
自
宅
通
学)  
１
万
８
千
円

私
立
高
校
（
専
修
学
校
高
等
課
を
含

む
）
３
万
５
千
円

国
公
立
大
学　

５
万
１
千
円

私
立
大
学
（
短
期
・
専
修
学
校
専
門

課
）
６
万
円

償
還
期
間
・
利
率　
　

年
以
内
（
据

20

置
期
間
６
ヶ
月
）・
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

在
学
証
明
書

申
込
期
限　

随
時

【
就
職
支
度
資
金
】

貸
付
限
度
額　
　

万
円

10

償
還
期
間
・
利
率　

６
年
以
内
（
据

置
期
間
１
年
）・
無
利
子

持
参
す
る
も
の　

採
用
通
知
書

申
込
期
限　

随
時

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９
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４
月
か
ら
の
小
学
校
１
校
化
に
伴

い
、
児
童
生
徒
が
バ
ス
通
学
す
る
た

め
、
安
全
・
安
心
対
策
と
し
て
寄
附

な
ど
に
よ
り
、
市
内　

か
所
に
新
た

16

に
バ
ス
待
合
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
大
切
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
待
合
所
に
管
理
用
具
な

ど
も
整
備
し
ま
し
た
が
、
特
に
除
雪

な
ど
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
一
般
利

用
者
、
利
用
す
る
児
童
生
徒
と
そ
の

保
護
者
の
方
々
な
ど
を
は
じ
め
、
地

元
町
内
会
な
ど
広
く
地
域
の
皆
さ
ん

に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
に
つ
い

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
個
所
（
清
水
沢
方
面
行
き
）

●
本
町
６
丁
目　

●
鹿
ノ
谷
１
丁
目

●
鹿
ノ
谷
駅
前　

●
と
き
わ
入
口

●
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
ロ
ケ
地
前　

●

二
岐
橋
（
富
野
）　

●
天
理
教
前
（
富

野
）　

●
岳
見
住
宅
前　

●
遠
幌　

●
二
部
会
館（
沼
ノ
沢
）　

●
博
愛
舎

前（
紅
葉
山
）　

●
真
谷
地
橋　

●
紅

楓
橋　

●
楓
３
区　

●
沼
ノ
沢
６
０

４
（
二
部
）　

●
沼
ノ
沢
５
５
２
（
二

部
）

　

こ
の
ほ
か
平
成　

年
３
月
に
中
学

22

校
前
（
南
清
水
沢
）
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６
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高
齢
者
に
な
っ
て
も
生
き
が
い
を

も
っ
て
楽
し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
共
に
支

え
合
い
、
共
に
生
き
る
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日　

午
後
１
時　

18

30

分
〜
３
時　

分
30

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
泣
い
て
・
笑
っ
て
・
ズ
ッ

コ
ケ
テ
」

講　

師　

北
海
道
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
議
代
表　

藤
井
英
規
氏

対　

象　

介
護
従
事
者
、
介
護
関
係

者
、
市
民
の
方

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

２
月　

日
（
電
話
）

10

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
福
祉
・

介
護
人
材
育
成
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
）

　
�
　

│
３
１
０
６ 
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今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
策
定
の
た
め
の
第
２
回
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
方
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
委
員
会
で
の
審
議
内
容

①
ま
ち
づ
く
り
調
査
結
果
報
告

②
ま
ち
の
将
来
像
・
都
市
構
造
の
検

討と　

き　

２
月　

日　

午
後
６
時

10

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
２
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無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

市
内　

か
所
に
バ
ス
待
合

16

所
を
設
置
し
ま
し
た

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演

会
の
開
催

夕
張
市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
開
催

幸福の黄色いハンカチ基金
助成事業（23年度・上期分）募集
　夕張のまちづくり団体が行う事業で「幸福の黄

色いハンカチ基金」からの助成を希望する事業を

募集します。

募集期間　２月１日～28日

対象事業　①夕張のまちづくりのために行う事業

　　　　　②４月１日～平成24年３月31日までに

実施予定の事業

　　　　　※助成採択の３年限度を撤廃しました。

助成金の上限　１事業　20万円まで

申込方法　所定の申請様式に必要事項を記載のう

え提出してください。

申請書の取り寄せと提出先

　　　　　市地域再生グループまたは南支所

その他　　助成を申請した団体は、使途選定委員

会での審査の際、申請事業の内容の説

明を行って頂く必要がありますが、申

請額５万円以下の場合は書類審査のみ

となります。申請書は市ホームページ

からもダウンロードできます。

　　　　　http://www.city.yubari.lg.jp

問合せ先　市地域再生グループ

　�５２－３１４１



　

生
涯
学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
市

庁
舎
２
階
で
開
設
し
て
い
る
ふ
る
さ

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ
ず
ま
し
い
」
の

　

年
度
の
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

23募
集
対
象　

市
内
在
住
の
個
人
と
市

内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
、
サ
ー

ク
ル
な
ど

募
集
期
間　

２
月
１
日
〜　

日
28

募
集
作
品　

絵
画
（
油
彩
、
水
彩
、

版
画
、
切
り
絵
な
ど
）、
書
、
写
真
な

ど展
示
期
間　

１
月
間
程
度
（
応
募
の

状
況
に
よ
り
展
示
順
と
期
間
を
決

定
）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
２
月　

日
】

14

◆　

時
〜　

時　

分　

農
協
本
部
前

10

11

30

（
沼
ノ
沢
）

◆　

時
〜　

時　

シ
チ
ズ
ン
夕
張
㈱

12

13

前
（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◆　

時　

分
〜　

時　

市
役
所
前

14

30

16

（
本
町
４
丁
目
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９
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全
国
的
に
季
節
性
の
Ａ
香
港
型
が

流
行
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
新
型

の
感
染
が
拡
大
す
る
な
ど
、
本
格
的

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

道
内
で
は
、
１
月
７
日
に
今
シ
ー

ズ
ン
初
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
感
染

が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
帰
宅
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
を
習

慣
づ
け
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、
季
節
性
（
Ａ
香
港
型
・

Ｂ
型
）、
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
有
効
で
す
。

　

接
種
費
用
の
助
成
は
３
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
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平
成　

年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
児

23

童
を
募
集
し
ま
す
。

開
設
場
所　

な
か
よ
し
学
童
ク
ラ
ブ

（
ゆ
う
ば
り
小
学
校
内
）　

す
く
す

く
学
童
ク
ラ
ブ（
老
人
福
祉
会
館
内
）

定
員　

各
学
童
ク
ラ
ブ
と
も　

人
25

対
象
児
童　

小
学
１
年
〜
４
年
生

・
父
子
ま
た
は
母
子
家
庭
の
児
童

・
保
護
者
が
長
期
間
病
気
の
児
童

・
共
働
き
家
庭
の
児
童

保
育
開
始
日　

４
月
１
日

開
設
日
・
時
間　

平
日　

午
後
１
時

〜
午
後
６
時　

土
曜
日　

午
前
８
時

〜
午
後
６
時　

学
校
休
業
日　

午
前

８
時
〜
午
後
６
時
（
年
末
年
始
を
除

く
）

申
込
期
限　

２
月　

日
10

※
保
育
料
、
申
込
方
法
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

膝
や
腰
に
違
和
感
の
あ
る
方
（
運

動
器
症
候
群
〜
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）、
運
動
不
足
が
気
に
な

る
方
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
、
３
月
９
日
、

23

　

日
の
３
回　

午
後
１
時　

分

24

30

と
こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

市
民

内　

容　

膝
痛
、
腰
痛
予
防
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
な
ど
健
康
運
動
指

導
士
が
指
導
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

定　

員　
　

人
30

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
福
祉
・

介
護
人
材
育
成
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
）

　
�
　

│
３
１
０
６

52

　

地
デ
ジ
放
送
の
支
援
対
象
に
「
市

民
税
非
課
税
世
帯
」
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１

台
）
を
無
償
で
配
付
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
４
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次
号
、
３
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

 
３
月
１
日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

���������	�

人　口 10,944人（－17人）　
　男 5,109人（－６人）　
　女 5,835人（－11人）　
世帯数 5,970世帯（－16世帯）

（　）は前月比

������

父・新さん　　母・友美さん

　このコーナーに掲載する乳幼児の写真をお
待ちしています。
�送り先　総務グループ（�５２－３１７０）
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学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
募
集

「
あ
ず
ま
し
い
」　

年
度

23

の
展
示
作
品
を
募
集

�
�
�
����
��
�
�

�
�
�

平
成　

年　

月
６
日
生
ま
れ

21

11

楓

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す

地
デ
ジ
放
送
視
聴
の
た
め

の
低
所
得
者
に
支
援
拡
大

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

脱
ロ
コ
モ
運
動
講
座
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